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【避難所生活の改善を要望】

実現

３月議会
２０２４年度
予算可決

福 祉福 祉

●木造住宅耐震診断・耐震改修
等の補助を充実

（対象：非課税世帯、６５歳以上など）

　非課税世帯や高齢者に限らず、補聴器を必要とするすべての方が
利用できる制度への拡充を求めます

今、世界ではウクライナ侵略、ガザへの無差別攻撃により多く
の市民が犠牲になっています。平和事業の取り組みはますます
重要です。党市議団は毎年、広島平和学習の定員拡充など平和
事業の継続・拡充を要望しています

継続

●産後ケア
訪問型に加え、宿泊型・デイサービス
も新たに拡充されました

教育・子ども子育て教育・子ども子育て

　１８歳まで医療費無料化・所得制限の早急な撤廃を
求めています

耐震診断上限額15万円・耐震改
修上限額120万円

●１５歳までの医療費無料

平和の灯を絶やさない平和の灯を絶やさない
●毎年１０人の子どもを広島平和記念式典に派遣

能登半島地震の教訓を
生かした防災対策を！
能登半島地震の教訓を
生かした防災対策を！

小川西グラウンド横防災倉庫を見学、防災備蓄や
資機材等の説明を受けました

　　　 ※スフィア基準とは、トイレの設置基準や
男女別の必要数、避難所一人当たりの最小面積等、災
害、被災等により生活するための国際的な最低基準。

（所得制限の撤廃）

高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児等※スフィア基
準に基づき安心して避難できる福祉避難所の
拡充を求めています。

用語解説
実現

実現

　各地で地震が起こり、小平でも大地震に備え
対策の強化が重要になっています。能登半島
地震の教訓から住宅の耐震強化、身近なとこ
ろに安全で安心して避難できる避難所の整備・
拡充などを党市議団として強く要求しました。

小中学校
給食

小中学校
給食

すべての子どもたちのすべての子どもたちの

完全無償化の実施を！完全無償化の実施を！
　小中学校給食費の無償化が23区ではすべての自治
体で、多摩地域でも西東京市・三鷹市・調布市・府中
市・立川市・多摩市など加速度的に広がっています。

２件のＰＦＡＳ請願が審査されました２件のＰＦＡＳ請願が審査されました
１１００筆以上の署名が集まる！

３
月
議
会

　小平市でも公立・私立などすべての子どもたちの小
中学校の給食費無償化の早急な実施を党市議団とし
て強く要求し続けています。

●高齢者補聴器購入費助成上限額４万円
実現

　３月議会では２件のＰＦＡＳ水汚染問
題に関する請願が環境建設委員会（３
月15日）で審査され、そのうちの１件は

鈴木だいち議員が筆頭紹介議員を務め
ました。しかし、審査の結果、次の議会に
向けて新たな請願を提出する運びとな

りました。
　党市議団は、これからも市民のみなさ
んの命と健康を守っていくために、希望
する市民の方への血液検査や井戸の調
査の実施などＰＦＡＳ水汚染問題に全
力で取り組んでいきます！

党の提言

党の提言
党の提言

大地震から市民の命と
安全を守る対策の強化を!
大地震から市民の命と
安全を守る対策の強化を!
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№172 7・8月号

６月議会

可決
補正予算（第1号）

「すべての子どもたち」に安心・安全で美味しい給食を！

実現！ PFOS等の地下水調査を実施へ！ ６月議会 ２件のPFAS請願が採択！

～保護者のみなさんが
　　2620筆の署名を市長に提出～　

声を上げれば政治は変わる！

市長へ給食無償化の要望書を提出

学校給食費の無償化

PFAS水汚染問題から市民の命と健康を守る！

学校給食費の無償化学校給食費の無償化
みんなの力で実現！

　６月議会では補正予算（第１号）が賛成多数で可決。「市立小・中学校の給食費無償化」は党市議団が20年以上前から市民の要
求として、くり返し議会で取り上げ、今回ついに実現する運びとなりました。
　さらに「PFOS等の地下水の水質調査」や、日中・夜間を通じて必要な訪問介護・訪問看護サービスの提供を行う「定期巡回・
随時対応型訪問介護看護サービス事業」の新たな整備など、党市議団がこれまで要望してきたことが次々と実現しました。

　今回、実施される学校給食費無償化は、今年の４月にさかのぼり実施されます。食
物アレルギーや宗教上の理由等、やむを得ない事由により、給食を毎日食べることが
できない児童・生徒が持参する給食に代わる弁当に係る費用の一部も補助されます。
　党市議団はこれからも安心・安全でおいしい給食を子どもたちに提供し続けること
ができるよう①市立だけではなく、私立などに通う「すべての子どもたち」を無償化
の対象とすること、②無償化と引き換えに給食の質を落とさないこと、③無償化を単
年度の事業とするのではなく、恒久的な事業として実施していくことなどを市へ要望
しました。

　小平市はPFOS等（PFOS、PFOA、PFHxSの３種類）
の地下水調査を都の補助を活用し実施します。調査は市内
を４ブロックの区域に分け計12ヶ所で実施。今後、調査
対象を井戸所有者などから募り、結果の公表は本年度末ご
ろを予定しています。
PFASの地下水調査については、党市議団はこれまでも

ずっと議会で要望し続けてきました。今後
もPFAS水汚染問題から市民の命と健康を
守るために、希望者への血液検査の実施
や、汚染源とされている米軍横田基地への
立入調査等を強く求めていきます。

　発がん性が疑われる有機フッ素化合物（PFAS）による
水汚染問題について、６月議会では２件の請願が採択され
ました。
｢請願第９号」は国と東京都へ意見書提出を求めるもの

で①血中濃度の基準値を早急に決定すること②健康調査を
実施しデータを蓄積することとし940筆の署名があり、賛
成多数で採択されました。
｢請願第10号」はPFAS等の流出源等を特定するために

米軍基地や民間工場の調査・立ち入りをすることを多摩全
体で連携して国と東京都に働きかけることを求めるべきと
して923筆の署名があり、全会一致で採択されました。

　学校給食費無償化については、多くの市
民のみなさんから「実現して本当に良かっ
た！」と歓迎する声が続々と党市議団のも
とに届いています。

　今年の１月、保護者を中心に「学校給食費無償化を実現す
る小平市民の会」を結成しました。市長に署名を渡した時
「署名の重みを受けとめます」と言ってもらえました。
　今回の無償化により小学校から中学校まで＊年間約５万円
から6万6000円の負担軽減につながります。
　頑張って署名に取り組んできて良かったです！

30代保護者より20代保護者より

＊小学校低学年　月額 4,100 円
　小学校中学年　月額 4,340 円
　小学校高学年　月額 4,600 円
　中学校　　　　月額 5,600 円

　うちは子ども２人なので
月にすると約１万円。
　ものすごく助かります。
　まわりの保護者もよろこ
んでいます。
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６月議会
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介
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引
き
下
げ
撤
廃
を

求
め
る

小川駅西口新公共施設等の概要
これまでの流れと
今後のスケジュール（予定）

新公共施設のイメージ（吹き抜け周辺）
小平市ホームページより転載

2022年度
｢小川駅西口新公共施設等の管理運営に係
る検討の方向性｣策定
2023年度
｢小川駅西口新公共施設等の管理運営に係
る概要事項｣策定
【今年度以降のスケジュール(予定)】
2024年度
｢条例制定｣新たな公共施設の設置条例を制
定するため、議案を提出する
｢指定管理者の公募｣施設等を管理運営する
指定管理者の候補者を選定する
2025年度
｢指定管理者の指定｣議案を提出する
2026年度以降
小川駅西口再開発ビル竣工
｢小川駅西口新公共施設 引渡し(2026年8
月予定)｣
｢新公共施設開設、(仮称)小川にぎわい広場
供用開始｣
新公共施設の機能
既存の施設から移転する機能…西部出張所、小
川西町公民館、小川西町図書館、市民活動支援
センター(あすぴあ)、男女共同参画センター
（ひらく）
新たな機能
キッズスペース、個人向け貸出スペース、音楽
スタジオ、カフェ等

安
心
し
て
保
育
園
に

通
え
る
小
平
市
に

　
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
小

川
西
町
公
民
館
と
小
川
西
町
図

書
館
は
今
ま
で
通
り
残
る
の

か
？
」
と
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
ど
ち
ら
の
施
設
も
小
川
駅

西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

に
お
け
る
小
川
駅
西
口
ビ
ル
の

「
新
複
合
施
設
」
へ
の
移
設
に

伴
い
、
市
は
な
く
す
方
針
を
示

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
①
利
用

で
き
る
面
積
が
現
在
よ
り
狭
く

な
る
こ
と
、
②
今
ま
で
１
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・

２
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で
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用
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４
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５
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小
平
市
に
は
市
立
公
民
館
が

11
館
、
市
立
図
書
館
は
11
（
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３
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。

　
指
定
管
理
者
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の
デ
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リ

　
２
０
２
４
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介
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基
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２
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介
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れ
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。
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ず
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介
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介
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介
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酬
改
定

の
拡
充
に
つ
い
て
、
東
京
都
市

長
会
を
通
じ
て
、
国
へ
要
望
し

て
い
く
」
と
答
弁
。
私
は
訪
問

介
護
事
業
所
が
直
面
し
て
い
る

実
態
に
つ
い
て
市
と
し
て
も
現

場
の
声
の
把
握
に
努
め
、
国
に

対
し
て
介
護
報
酬
の
改
善
を
行

う
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
「
入
園
申
込
を
し
た
保
育
園

が
不
承
諾
と
な
っ
て
し
ま
い
、

育
休
延
長
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
」「『
き
ょ
う
だ
い
』
で

同
じ
園
に
入
園
で
き
な
か
っ

た
」…

私
の
も
と
に
届
い
た
保

護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
悲
痛

な
声
で
す
。
国
が
待
機
児
童
の

解
釈
を
都
合
よ
く
緩
和
さ
せ
、

例
え
ば
希
望
す
る
１
園
だ
け
に

入
園
申
し
込
み
を
し
て
不
承
諾

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
な

ど
は
「
待
機
児
童
」
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、
多
く
の
「
隠

れ
」
待
機
児
童
が
発
生
す
る
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
平
市
で
は
表
向
き
の
「
待

機
児
童
数
」
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
入
園
申
込
を

し
た
も
の
の
ど
こ
に
も
入
園
で

き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
２
３
９

人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
き
ょ
う
だ
い
」
で
同

じ
認
可
保
育
園
に
入
園
で
き
な

か
っ
た
例
は
１
８
８
世
帯
３
９

０
人
と
非
常
に
高
い
水
準
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
に
は
児
童
福
祉
法
に

よ
る
「
保
育
実
施
責
任
」
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
質
問
で
は
、

保
護
者
へ
の
救
済
措
置
や
認
可

保
育
園
の
増
設
等
、
市
と
し
て

早
急
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

公
民
館
は

「
直
営
で
の
運
営
堅
持
を
」

待
機
児
童
ゼ
ロ
と
い
う
が…

「
隠
れ
」
待
機
児
童
は
２
３
９
人
！




